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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第１四半期連結
累計期間

第41期
第１四半期連結
累計期間

第40期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 10,524,788 10,663,784 42,537,830

経常利益又は経常損失

（△）
（千円） 457,983 △396,905 1,002,650

親会社株主に帰属する四半

期（当期）純利益又は親会

社株主に帰属する四半期純

損失（△）

（千円） 313,630 △723,016 469,806

四半期包括利益又は

包括利益
（千円） 304,117 △608,184 463,085

純資産額 （千円） 10,519,972 9,960,545 10,678,525

総資産額 （千円） 35,272,924 38,055,724 35,267,885

１株当たり四半期

（当期）純利益金額又は1株

当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 40.00 △92.22 59.92

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 29.8 26.2 30.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 62,784 △831,209 1,208,298

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △114,710 △2,891,034 △867,759

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △170,561 3,693,371 △637,278

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,145,624 1,042,607 1,071,480

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第40期第１四半期累計期間及び第40期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　第41期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり

四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間における、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、固定資産の取得に伴う資金調達として、シンジケートローン

による借入を実行いたしました。これにより、当社グループの事業リスクを検討した結果、前事業年

度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について、下記の項目を追加しております。

　なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在における当社グループが判断

したものであります。

（追加事項）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載されている「事業等のリスク」に対し、下記項目を追加し

ております。

(16)資金調達の財務制限条項に係るリスクについて

　当社グループは、固定資産の取得に伴う資金調達を図るため、取引先金融機関との間でシンジケー

トローン契約を締結しております。当該契約には、財務制限条項が付されており、これらの条件に抵

触した場合には期限の利益を喪失し、当社グループの財務状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　１．不動産売買契約

当社は、介護施設の収益改善を目的に、平成27年４月24日に売買契約を締結し、下記のとおり固

定資産を取得いたしました。
 

（物件概要）

物件名　：クラシック・コミュニティ横浜

所在地　：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町１９７８－１

土　地　：3,424.47㎡

建　物　：9,129.95㎡（床面積）

取得価額：2,799,000千円（税抜）

引渡日　：平成27年４月24日
 

EDINET提出書類

株式会社ユニマットそよ風(E04844)

四半期報告書

 3/23



 

　２．シンジケートローン契約

当社は、上記固定資産の取得の資金調達として、平成27年４月22日に株式会社三井住友銀行をア

レンジャーとするシンジケートローン契約を締結し、平成27年４月24日に下記のとおり借入を実行

いたしました。
 

（借入の要旨）

 

参加金融機関 アレンジャーを含む６金融機関

借入金額 2,800,000千円

利率 変動金利

借入期間 平成27年４月24日から平成42年４月30日までの15年間

担保提供 上記土地及び建物

財務制限条項

①平成27年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の貸

借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、平成26年３月期末日に

おける単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相

当する金額、または直近の事業年度末日における単体の貸借対照表に記

載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか

高い方の金額以上に維持すること。

②各事業年度末日における単体の損益計算書に記載される経常損益を２

期連続して損失としないこと。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平

成25年９月13日）等を適用し、「四半期純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期

純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

(1）業績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）の我が国経済は、雇

用・所得環境の改善を背景とした個人消費が堅調に推移しつつ、企業業績の改善を反映し、基

本的には緩やかな回復基調となりました。

介護業界の状況としては、平成27年度介護保険法改正が施行され、通所介護を中心に、各

サービスの基本報酬単価が引き下げられた影響や、介護職員の処遇改善、中重度・認知症対応

への加算等の創設により、サービス提供体制の変更・転換を含めた対策が業界各社に求められ

ております。

また、人口減少・高齢化が本格的に進行する中で、平成27年６月30日に地方創生政策の指針

として、「まち・ひと・しごと創生基本方針2015」が閣議決定されました。日本版CCRC構想の

推進や介護休業制度の法的整備、地域医療介護提供体制の整備等が盛り込まれ、今後実現に向

けた議論が活発化していくものと思われます。

このような環境の中で、当社グループは、組織改革による営業力強化と経営基盤の安定に努

めてまいりました。しかしながら介護保険制度改正の影響や人件費等の増加により、当第１四

半期連結累計期間の売上高は106億６千３百万円（前年同期比１億３千８百万円増）、営業損失

は２億１千万円（前年同期は５億３千９百万円の営業利益）、経常損失は３億９千６百万円

（前年同期は４億５千７百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は７億２千

３百万円（前年同期は３億１千３百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりまし

た。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

①介護事業

介護事業におきましては、当第１四半期連結累計期間において、４拠点の新規開設により、

介護サービス拠点「ケアセンターそよ風」は、直営で274拠点、ＦＣ施設１拠点の合計275拠点

（平成27年６月末現在）となり、提供するサービス事業所数は626事業所となりました。

また、平成27年４月に介護本部の組織改革をおこない、全国の拠点をエリア毎に５事業部から

15事業部に細分化することで、より地域に密着したサービス提供と営業強化体制の整備をおこ

ないました。

　新規拠点の開設により、ショートステイの売上高は増加しましたが、デイサービスにおい

て、稼働率は向上したものの、基本報酬単価の引き下げの影響を大きく受け、介護事業の売上

高は105億９千５百万円（前年同期比１億５千６百万円増）と微増にとどまりました。また先行

投資による人件費等の増加により、営業利益は２億５千２百万円（前年同期比６億８千５百万

円減）となりました。

　今後につきましては、不採算事業拠点の抜本的見直しを含めた固定費削減と業務の効率化に

努め、収益改善を図ってまいります。

 

②その他の事業

高齢者向けマンション事業におきましては、継続的な営業活動の実施や幅広い顧客ニーズに

対応できる施設運営をおこなっており、引き続き、入居促進を図るとともに、サービスの質の

向上に注力してまいりました。

不動産分譲事業におきましては、沖縄・宮古島のアラマンダコミュニティレジデンスを新た

に不動産投資型のアラマンダジャグジーテラスとして分譲販売の申込受付を開始いたしまし

た。

その他の事業の売上高は６千７百万円（前年同期比１千７百万円減）、営業損失は３千２百

万円（前年同期は７千５百万円の営業損失）となりました。

 

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は380億５千５百万円となり、前連結会計年度末

と比べ27億８千７百万円の増加となりました。これは主にクラシック・コミュニティ横浜土

地・建物購入による固定資産の増加27億９千９百万円によるものであります。

負債は280億９千５百万円となり、前連結会計年度末と比べ35億５百万円の増加となりまし

た。これは主に上記固定資産購入に伴う借入実施によるものであります。

純資産は99億６千万円となり、前連結会計年度末と比べ７億１千７百万円の減少となりまし

た。
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(3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結

会計年度末に比べ２千８百万円減少し、10億４千２百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとお

りであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は８億３千１百万円（前年同期は６千２百万円の収入）となり

ました。これは主に税金等調整前四半期純損失３億７千万円、減価償却費２億６千３百万円、

賞与引当金の減少額４億１千９百万円、売上債権の増加額１億１千５百万円、法人税等の支払

額１億１千８百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は28億９千１百万円（前年同期は１億１千４百万円の支出）と

なりました。これは主に有形固定資産の取得による支出31億３千４百万円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は36億９千３百万円（前年同期は1億７千万円の支出）となりま

した。これは主に有形固定資産の取得に伴う借入実施によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）の事業上及び財

務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めてお

り、その内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

 

［会社の支配に関する基本方針］

①基本方針の内容

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解

し、当社が企業価値ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを

可能とするものである必要があると考えております。

当社は、当社の企業価値の源泉は、創業以来一貫して医療・介護分野に取組んできた豊富な

実績とノウハウを凝縮した「そよ風」のブランド価値にあると考えます。またこのブランド価

値は、株主の皆様、お客様とそのご家族、職員、お取引先、地域社会等との間で持続的な信頼

関係を構築していくことにより、維持、醸成されていくものと考えます。そして当社は、この

ブランド価値を更に磨き上げていくことにより、当社の企業価値・株主共同の利益の向上に努

めております。

当社は、当社株式の大量買付等であっても、当社の企業価値・株主共同の利益に資するもの

であれば、これを一概に否定するものではありません。また、株式会社の支配権の移転を伴う

買収提案についての判断は、最終的には株主全体の意志に基づきおこなわれるべきものである

と考えております。

しかしながら、株式の大量買付等の中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益

に対する明白な侵害をもたらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、

対象会社の取締役会や株主が株式の大量買付等の行為について検討し、あるいは対象会社の取

締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報提供しないもの等、対象会社の企業価値・

株主共同の利益に資さないものも少なくありません。当社株式の買付をおこなう者が上記の当

社の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上させられるものでなければ、

当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。
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当社としては、このような濫用的な買収に対して必要かつ相当な対抗をすることにより、当

社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

 

②基本方針実現に資する特別な取組み

当社は、株主、投資家の皆様に長期的に継続して当社に投資していただくために、当社の企

業価値ひいては株主共同の利益を向上させるため以下の通り取組んでおります。この取組み

は、会社の支配に関する基本方針の実現に資するものと考えております。

当社は、独立役員として社外監査役１名を指定し、取締役の任期を１年として経営陣の株主

の皆様に対する責任を明確化しております。また、当社取締役会からの独立性を確保しつつ企

画経営に関するアドバイザリーボードとしての特別委員会を創設し、経営の透明性を高めてま

いります。このように当社は、コーポレート・ガバナンスの強化に取組んでおります。

 

③基本方針に照らして不適切なものによって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されるこ

とを防止するための取組み並びに具体的取組みに対する当社取締役の判断及びその理由

当社は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保することを目的として、平成19年５

月31日開催の取締役会及び同年８月30日開催の第32回定時株主総会決議に基づき、「大規模買

付ルール（買収防衛策）」（以下「本ルール」という。）を導入いたしました。また、平成25

年５月17日開催の取締役会及び同年６月21日開催の第38回定時株主総会において、本ルールを

継続することを決議しております。本ルールの詳細については平成25年５月17日付プレスリ

リースに掲載しております。

②の基本方針実現のための取組みに記載のとおり、当社の計画は、企業価値・株主共同の利

益を継続的かつ持続的に向上させることを目的に策定されており、基本方針に沿ったものであ

ります。本ルール発動に際しては、独立性の高い第三者委員によって構成される特別委員会の

判断を経ることが必要とされており、有効期間が最長三年と定められ、取締役会にていつでも

廃止できるものであります。よってその公正性・客観性が担保されており、企業価値ひいては

株主共同の利益に資するものであって、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではあ

りません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,598,912 8,598,912

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数　100株

計 8,598,912 8,598,912 － －

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

　該当事項はありません。
 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 8,598,912 － 8,479,068 － －
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(6) 【大株主の状況】

 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名

簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

758,500

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

7,825,800
78,258 －

単元未満株式
普通株式

14,612
－ －

発行済株式総数 8,598,912 － －

総株主の議決権 － 78,258 －

（注）　単元未満株式には当社保有の自己株式が98株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ユニマットそよ風

東京都港区南青山二丁目12番

14号　ユニマット青山ビル
758,500 － 758,500 8.82

計 － 758,500 － 758,500 8.82

 

２ 【役員の状況】

 

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しておりま

す。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を

作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年

４月１日から平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、大光監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,091,480 1,062,607

受取手形及び売掛金 5,867,976 5,983,184

商品及び製品 8,876 7,750

販売用不動産 909,139 971,291

原材料及び貯蔵品 42,409 42,228

その他 2,774,898 2,465,072

貸倒引当金 △71,665 △67,568

流動資産合計 10,623,116 10,464,565

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※２ 9,638,698 ※２ 11,810,784

土地 2,992,472 3,522,309

リース資産（純額） 5,646,175 5,589,701

その他（純額） ※２ 993,940 ※２ 1,144,857

有形固定資産合計 19,271,287 22,067,653

無形固定資産   

のれん 424,941 418,266

その他 ※２ 245,978 ※２ 242,897

無形固定資産合計 670,919 661,164

投資その他の資産   

差入保証金 1,815,978 1,814,761

敷金 1,955,842 1,864,498

その他 1,894,480 2,129,968

貸倒引当金 △963,737 △946,887

投資その他の資産合計 4,702,562 4,862,341

固定資産合計 24,644,769 27,591,158

資産合計 35,267,885 38,055,724

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 754,691 741,418

短期借入金 ※３ 1,496,000 ※３ 1,698,000

1年内償還予定の社債 500,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 1,790,556 2,102,792

リース債務 127,737 128,649

未払法人税等 141,687 97,035

賞与引当金 642,846 223,156

その他 3,005,124 3,122,904

流動負債合計 8,458,643 8,613,957

固定負債   

社債 300,000 300,000

長期借入金 5,620,152 9,029,324

リース債務 6,106,899 6,074,222

長期預り保証金 2,337,127 2,340,549

役員退職慰労引当金 25,142 11,343

債務保証損失引当金 ※１ 442 ※１ 442

退職給付に係る負債 1,056,573 1,074,637

その他 684,380 650,702

固定負債合計 16,130,717 19,481,221

負債合計 24,589,360 28,095,179
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,479,068 8,479,068

利益剰余金 3,107,008 2,274,227

自己株式 △1,147,501 △1,147,533

株主資本合計 10,438,575 9,605,763

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 271,330 384,487

繰延ヘッジ損益 △6,371 △6,635

退職給付に係る調整累計額 △25,009 △23,070

その他の包括利益累計額合計 239,949 354,781

純資産合計 10,678,525 9,960,545

負債純資産合計 35,267,885 38,055,724
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 10,524,788 10,663,784

売上原価 9,232,918 9,967,264

売上総利益 1,291,869 696,519

販売費及び一般管理費 752,141 906,791

営業利益又は営業損失（△） 539,727 △210,271

営業外収益   

受取利息 2,824 795

受取配当金 11,373 11,116

貸倒引当金戻入額 404 20,236

遅延損害金 16,021 2,064

その他 19,520 20,362

営業外収益合計 50,145 54,576

営業外費用   

支払利息 113,941 111,513

支払手数料 2,165 100,278

その他 15,782 29,417

営業外費用合計 131,889 241,209

経常利益又は経常損失（△） 457,983 △396,905

特別利益   

固定資産売却益 42 －

受取寄付金 － 39,521

特別利益合計 42 39,521

特別損失   

固定資産除却損 － 1,702

解体撤去費用 － 10,915

偶発損失引当金繰入額 39,894 －

特別損失合計 39,894 12,617

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
418,131 △370,000

法人税、住民税及び事業税 55,039 57,505

法人税等調整額 49,460 295,509

法人税等合計 104,500 353,015

四半期純利益又は四半期純損失（△） 313,630 △723,016

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
313,630 △723,016
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 313,630 △723,016

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △12,941 113,156

繰延ヘッジ損益 － △263

退職給付に係る調整額 3,427 1,938

その他の包括利益合計 △9,513 114,831

四半期包括利益 304,117 △608,184

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 304,117 △608,184

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
418,131 △370,000

減価償却費 236,690 263,676

のれん償却額 6,674 6,674

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,099 △20,209

賞与引当金の増減額（△は減少） △248,647 △419,690

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 19,173 18,063

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 39,894 －

受取利息及び受取配当金 △14,198 △11,912

支払利息 113,941 111,513

固定資産売却損益（△は益） △42 －

固定資産除却損 － 1,702

売上債権の増減額（△は増加） △152,281 △115,794

販売用不動産の増減額（△は増加） － △59,362

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 840 1,307

仕入債務の増減額（△は減少） △85,506 △13,272

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,370 △38,123

預り保証金の増減額（△は減少） 10,865 △38,763

未払費用の増減額（△は減少） 156,520 224,215

その他 △66,786 △158,105

小計 430,999 △618,081

利息及び配当金の受取額 14,227 11,940

利息の支払額 △112,873 △106,860

法人税等の支払額 △269,568 △118,207

営業活動によるキャッシュ・フロー 62,784 △831,209

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △122,058 △3,134,667

有形固定資産の売却による収入 42 －

無形固定資産の取得による支出 － △8,586

補助金の受取額 6,457 21,766

貸付金の回収による収入 1,500 1,590

その他 △650 228,862

投資活動によるキャッシュ・フロー △114,710 △2,891,034

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 500,000 798,000

短期借入金の返済による支出 △183,000 △396,000

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △200,000

長期借入れによる収入 200,000 4,088,000

長期借入金の返済による支出 △440,169 △456,592

自己株式の取得による支出 △9 △31

固定資産に係る割賦債務の返済による支出 △12,847 △2,126

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △32,199 △31,764

配当金の支払額 △102,334 △106,114

財務活動によるキャッシュ・フロー △170,561 3,693,371

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △222,487 △28,873

現金及び現金同等物の期首残高 1,368,112 1,071,480

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,145,624 ※１ 1,042,607
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更
 

当第１四半期連結累計期間において、連結の範囲の重要な変更はありません。
 

（2）持分法適用の範囲の重要な変更
 

当第１四半期連結累計期間において、持分法適用の範囲の重要な変更はありません。
 

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月

13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第

７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期

間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余

金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に

変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日に属する四半期連結

会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等

の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更をおこなっております。当該

表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えをおこなっております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－

５項(4)及び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四

半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。
 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

 

　該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

 

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　偶発債務

下記の連結会社以外の法人の不動産賃貸借契約の未経過賃借料等に対して、次のとおり債務

の保証をおこなっております。

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

医療法人弘正会(賃貸借保証債務) 1,214,400千円 医療法人弘正会(賃貸借保証債務) 1,176,450千円

医療法人弘英会(賃貸借保証債務) 1,004,640 医療法人弘英会(賃貸借保証債務) 973,245

その他　1件 442 その他　1件 442

債務保証損失引当金 △442 債務保証損失引当金 △442

計 2,219,040 計 2,149,695

 

※２　圧縮記帳

取得価額から控除した国庫補助金等の受入に伴う圧縮記帳額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

建物及び構築物（純額） 873,082千円 873,082千円

その他（純額）（有形固定資産） 4,920 4,920

その他（無形固定資産） 4,799 4,799

計 882,802 882,802

 

※３　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達をおこなうため、取引銀行数行と当座貸越契約及び貸出コ

ミットメント契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであり

ます。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

当座貸越限度額 4,292,000千円 3,798,000千円

貸出コミットメントの総額 300,000 300,000

借入実行残高 1,307,000 1,587,000

差引額 3,285,000 2,511,000

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

 

記載すべき事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額と

の関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

現金及び預金勘定 1,165,624千円 1,062,607千円

預入期間が３か月超の定期預金 △20,000 △20,000

現金及び現金同等物 1,145,624 1,042,607

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月14日

取締役会
普通株式 109,770 14.0 平成26年３月31日 平成26年６月６日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項
 

　　該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月15日

取締役会
普通株式 109,764 14.0 平成27年３月31日 平成27年６月５日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項
 

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ 介護事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 10,439,350 10,439,350 85,437 10,524,788 － 10,524,788

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 10,439,350 10,439,350 85,437 10,524,788 － 10,524,788

セグメント利益又は損失

（△）
937,905 937,905 △75,968 861,937 △322,209 539,727

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業、高齢者向けマン

ション事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△322,209千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 

　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ 介護事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 10,595,966 10,595,966 67,817 10,663,784 － 10,663,784

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 10,595,966 10,595,966 67,817 10,663,784 － 10,663,784

セグメント利益又は損失

（△）
252,728 252,728 △32,931 219,796 △430,067 △210,271

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産分譲事業、不動産賃貸事

業、高齢者向けマンション事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△430,067千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

 

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

 

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

 

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

 

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
40円00銭 △92円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

313,630 △723,016

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

313,630 △723,016

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,840 7,840

（注）１.前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　　　２.当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金

額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

 

該当事項はありません。
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２【その他】

平成27年５月15日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当をおこなうことを決議い

たしました。

（イ）配当金の総額 109,764千円

（ロ）１株当たりの金額 14円0銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成27年６月５日

　（注）　平成27年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いをおこないます。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年８月13日

株式会社ユニマットそよ風

取締役会　御中
 

大 光 監 査 法 人
 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 亀 岡 保 夫 印

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 髙 山 康 宏 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社ユニマットそよ風の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半
期連結会計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年
４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に
ついて四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユニマットそよ風及び連
結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経
営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に
おいて認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
 
 
（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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